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ものづくり
基本計画

千円

千円

取

組
状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在
(％)

Ｈ２７.３.３１

現在
（イベント開催回数）　50回 （イベント開催回数）　 100.0 (％)

成果目標

所属部会

事　業
担当課等

17,756

　　ＪＲ静岡駅構内アスティ静岡の「駿府楽市」静岡市特産品展示コーナーに

　おいて１１回の展示会を開催。(来場者数 １６５，１４０人）

　

　　駿河区丸子「駿府匠宿」ギャラリーにおいて１２回の展示会を開催予定。

　　　(来場者数 ９３，８４０人）

　■特産品展示販売

　　ＪＲ静岡駅構内アスティ静岡の「駿府楽市」静岡市特産品展示コーナーに

　おいて年間２７回の展示会を開催した。(年間来場者数４１４，４４０人）

　　駿河区丸子「駿府匠宿」ギャラリーにおいて年間２３回の展示会を開催し

　た。(年間来場者数２４６，７９０人）

　③販路開拓支援

基

本

方

向

　２　生活の質を高める産業の振興

　■販路開拓部会

　　部会員　ものづくり審議会委員３人

　■事務担当　地場産業係

17,813

決 算 額

事

業

１１

　　静岡駅　駿府楽市については、前年度、アスティ内にある他の土産店との

　差別化ができなかったことにより、駅を訪れた観光客を取り込むことができ

　なかった。

　　そのため平成26年度は、デザイナーによる商品のブラッシュアップや店舗

　の陳列方法等を改良するなどして対応を図ったが、平成27年度以降も継続

　的に対応方法を検していく。

　　匠宿　鞠子楽市においては、ツアーバスの５００キロ規制で団体客が減少

　したことにより、施設来場者が落ち込んだ。今後は、新たな魅力あるツアー

　を開発し、旅行会社に売り込み、ツアー客の増、買い物客の増へとつなげて

　いきたい。

　経済局商工部

　産業振興課　地場産業係

事

業

評

価

等

 事業担当

 記載事項

改善点

・
目標の
未達成

理由等

　　伝統工芸品のインターネット通

　販、駿府楽市特産品展示コーナー
　の運営等により、地場産品や伝統
　工芸品等の販路開拓を図ります。

　各種展示販売イベント　５０回／年

　（駿府楽市や駿府匠宿のギャラリー
　　等）

平成２６年度

事 業 名
　地場産品及び伝統工芸品等の販路

　開拓推進

予 算 額

事業概要

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策３）情報戦略、製品開発、販路開拓等への支援

大

施

策

補

足

事

項

総合計画

の
位置付け

（分野別）

政

策

方

針

進

捗
率

基

本

施

策

 事務担当

 記載項目

所属部会
からの

意見及び
指摘事項

産業振興

のプラン
位置付け

（１）マーケットを重視した事業展

　　　開の促進

基

本

方

針

事業結果

中

施

策
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取

組
状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在

（助成件数）

　H24　／　５２件

　H25　／　５０件

　H26　／　３５件

　 計　／　１３７件

（参考）対予算執行額

（助成件数）　　97.9

（予算執行額）　73.4

(％)

Ｈ２７.３.３１

現在

（助成件数）

　H24　／　５２件

　H25　／　５０件

　H26　／　５２件

　 計　／　１５４件

（参考）対予算執行額

（助成件数）　110.0

（予算執行額）　99.9

(％)

成果目標

所属部会

事　業
担当課等

 事務担当

 記載項目

所属部会
からの

意見及び

指摘事項

　■商品開発部会

　　部会員　ものづくり審議会委員３人

　■事務担当　工業振興係

13,797

事

業

１２

　　■３年間で目標を上回る件数の助成を行うことができた。中小製造事業

　　者の販路開拓ニーズの高まりを受け、平成27年度予算において増額を

　　行うこととした。

　　■引き続き制度の周知を積極的に行うとともに、事業内容についても利

　　用しやすい制度となるよう検討していく。　経済局商工部

　産業振興課　工業振興係

事

業

評

価

等

 事業担当

 記載事項

改善点
・

目標の
未達成
理由等

基

本

方

向

　２　生活の質を高める産業の振興

平成２６年度

事 業 名 　全国規模等の見本市への出展助成強化

予 算 額 13,800

決 算 額

総合計画

の
位置付け

（分野別）

Ⅳ産業・経済

　１　都市型産業集積を目指した

　　　産業構造の知的高度化

進
捗

率

中

施

策

　②経営基盤とマーケティング力

　　の強化

　　市内中小企業製造業者が市内外で
　行われる全国規模または国際的な展

　示会・見本市等に出展する経費のう
　ち小間料について、助成を拡大しま
　す。

産業振興

のプラン
位置付け

（１）マーケットを重視した事業展

　　　開の促進

基

本

方

針

事業概要

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策３）情報戦略、製品開発、販路開拓等への支援

大

施

策

補

足

事

項

（２）地域産業の活力強化

　■平成２６年９月１日現在、

　　補助申請件数　　３５件※（３１件）

　　※相談中の企業数は含まない

　　執行額　　　　　１０，１２４千円（９，３７６千円）

　

　　※（　）内は平成２５年９月１日の数値

　助成件数　１４０件／３年

　（１社当たり、国内外

　　各１回の計２回／年に強化）
　■申請件数：５２件

　　執行額　：１３，７９７千円（平成２７年３月３１日現在）

　■申請企業数は２社増、執行率はほぼ満額執行となった。

　■当補助金を利用した５２社の内、海外展示会への出展を行った

　企業数は５社であり、昨年と比較し１社増加した。また、補助金

　利用企業の内新規利用が１６社あり、徐々に補助金の周知が図ら

　れている。

　■金融機関を中心に補助金の周知活動を実施し、助成制度の活用

　促進に努めた。

　■平成２５年度に制度を利用した企業に対しアンケートを実施。

　ニーズ把握等に努めた。

　③販路開拓支援

事業結果

政

策

方

針

基

本

施

策
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取

組
状
況

Ｈ27.３.31

現在

(％)

Ｈ27.３.31

現在

（支援事業への参加企業数）

　H24　／　１９社

　H25　／　５３社

　H26　／　１７社

　 計　／　８９社

（新規顧客開拓件数）

　H24　／　３件

　H25　／　２社

　H26　／　１社

　 計　／　６社

（新分野進出・業務転換企業数）

　H24　／　６件

　H25　／　６社

  H26　／　１社

　 計　／１３社

(支援事業への参加企業数)

296.7

（新規顧客開拓件数）　100.0

（新分野進出・業務転換企業

数）

433.3

(％)

成果目標

担当課等
　経済局商工部

　産業振興課　企業立地係

そ の 他
（特記事項）

　　金融機関との連携を継続するとともに、大学等との連携についてもさら

　なる充実を図る。

　　また、市内オンリーワン・ナンバーワン企業の発掘とその技術や製品の

　効果的な情報発信のために、企業訪問を積極的に行っていく。

基

本

方

針

まちみがき
戦略推進
プランの

位置付け

ビ

ジ

ョ

ン

　「鳥の眼」ビジョン

政

策

の

柱

　地元産業の活性化

産業振興

プランの
位置付け

基

本

方

向

　■まちみがき戦略推進プラン事業

　　「中小企業の新規市場開拓・新分野進出への支援」

　　　（情報発信・ビジネスマッチングの機会提供）

　  ・おおた研究・開発フェア（太田区）１０月２～３日　出展企業１社

　

　　・おおた工業フェア（太田区）２月５～７日　　　　　出展企業１社

　

　■販路開拓事業（産業政策課）

　　「食」の海外展開支援のための台湾バイヤー商談会

　

　　12月16日～19日　台湾バイヤー12社と静岡側セラー５社の商談会実施

　

　

　　　　◇支援事業への参加企業　　　　８９社／３年

　　　　◇新規顧客開拓件数　　　　　　　６件／３年

　　　　◇新分野進出・業務転換企業数　１３件／３年

総合計画
の

位置付け
（分野別）

政

策

方

針

大

施

策

中

施

策

補

足

事

項

進
捗

率
等

　支援事業への参加企業数　３０社/３年

　新規顧客開拓件数　　　　　６件/３年

　新分野進出・業務転換企業数３社/３年

事

業

評

価

事業結果

次年度
に向けた

改善点
・

目標の
未達成
理由等

基

本

施

策

0

決 算 額 0

事業概要

　　新規顧客開拓や新分野進出を目指

　す市内企業を支援するため、情報発
　信やビジネスマッチングの機会提供
　を推進します。

　■まちみがき戦略推進プラン事業

　　「中小企業の新規市場開拓・新分野進出への支援」

　　（情報発信・ビジネスマッチングの機会提供）

　　・おおた研究・開発フェア　１０月２日・３日

　　　　　　　　　　　　　　　 募集終了 参加企業１社

　　・おおた工業フェア　２月５日～７日

　　　　　　　　　　　　　　　 募集終了 参加企業１社

　

  ■販路開拓事業（産業政策課）

　　民間コーディネーターの人脈を活用した「食」の海外展開支援のため

　の台湾バイヤー商談会

事

業

１３

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策３）情報戦略、製品開発、販路開拓等への支援 平成２６年度

事 業 名
　中小企業の新規市場開拓・新分野進出
　への支援（情報発信・ビジネスマッチ

　ングの機会提供）

予 算 額
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取
組

状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在

（開催回数）

　H26　／　5回

（受講者数）

　H25　／　432名

（開催回数）　　83.3

（受講者数）　　106.0

(％)

Ｈ２７.３.３１

現在

（開催回数）

　H24　／　12回

　H25　／　13回

　H26　／　12回

　 計　／　37回

（受講者数）

　H24　／　877人

　H25　／　918人

　H26　／　881人

　 計　／　2,676人

（開催回数）　　102.8

（受講者数）　　127.4

(％)

成果目標

担当課等

事 業 名 　マーケティング支援講座の実施

予 算 額

事業概要

　　産学交流センターにおいて、中小
　事業者等のマーケティング発想の醸
　成を図り、市場ニーズに対応した製

　品・サービスの開発を支援するため
　専門家等によるセミナー・研修を実
　施します。

　・マーケティング支援講座　５回　　受講者数　４３２人

　（内訳）

　・５/２１「小さな会社のための「ブランディング」セミナー」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数１０６人

　・６/１２「中小企業が成長を遂げるための情報収集手法」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数　５６人

　・６/２５「改めて顧客中心主義について考えよう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数　８１人

　・７/２４「売れる営業マンに変わる名刺交換の技術」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数１０２人

　・８/　６「中小企業のためのSNS徹底活用術」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数　８７人

　

　【今後の予定】

　・マーケティング支援講座　７回

事

業

１４

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策４）経営資源確保のための環境整備 平成２６年度

（2）地域産業の活力強化

　【再掲】

（5）地域を担う多様な人材の活用と育成

中

施

策

指定管理料87,702千円の一部

決 算 額 指定管理料87,702千円の一部

産業振興
プランの

位置付け

基

本

方

向

総合計画
の

位置付け
（分野別）

補

足

事

項

進
捗
率

等

　開催回数　３６回／３年

　受講者数　２,１００人／３年

　（※再掲　事業５の内数） ・マーケティング支援講座　１２回　　受講者数　８８１人

　（内訳）

・５／２１「小さな会社のための「ブランディング」セミナー」　受講者数１０６人

・６／１２「中小企業が成長を遂げるための情報収集手法」　受講者数　５６人

・６／２５「改めて顧客中心主義について考えよう」　　　　　　受講者数　８１人

・７／２４「売れる営業マンに変わる名刺交換の技術」　　　　受講者数１０２人

・８／６「中小企業のためのSNS徹底活用術」　　　　　　　　　受講者数　８７人

・９／４「「AKAISHI」のチャレンジングスピリットと社内リソースを重視したマーケティング」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数　５３人

・１０／７「消費税増税で商売繁盛する仕組み」　　　　　　　　　受講者数　４２人

・１０／２７「元気な会社の経営戦略 成長し続ける企業の共通点とは？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数　８５人

・１１／１４「「小っちゃな」会社が大きな会社に負けないためのマーケティング戦略」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数　６５人

・１２／３「手作り菓子一筋147年 「マルヒコ松柏堂本店」が歩んできた道とは？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 受講者数　５５人

・１２／１７　「１行で差が付くテクニック 「売れる」キャッチコピーはこう作る！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講者数　９１人

・１／２２　「これからの時代の変化を好機にするリーダー」 　受講者数　５１人

事業結果

次年度
に向けた

改善点
・

目標の

未達成

理由等

Ⅳ産業・経済

　１　都市型産業集積を目指した産業構造

　　　の知的高度化

　【再掲】

　５　すぐれた能力と意欲ある人材の育成

　　　・支援

　③経営基盤とマーケティング力の強化

　【再掲】

　①起業家精神の醸成と起業家の育成

　②経営者・経営幹部の意識改革による経

　　営能力の向上

政

策

方

針

大

施

策

　経済局商工部

　産業政策課　新産業係

そ の 他

（特記事項）

事

業

評

価

　２　生活の質を高める産業の振興

基

本

施

策

　①マーケティング力の強化

　　開催回数・受講者数とも目標値を達成することができた。

　　今後も引き続き、中小企業経営者や従業員の人材育成のため、専門家の

　協力を得て、各種講座やセミナーを開催し、人材育成に努める。

基

本

方

針

（１）マーケットを重視した事業展

　　　開の促進
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取

組
状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在

（相談件数）

　H26　／　200件
（相談件数）　　133.4 (％)

Ｈ２７.３.３１

現在

（相談件数）

　H24　／　475件

　H25　／　526件

　H26　／　493件

　 計 　／　1,494件

（相談件数）　　166.0 (％)

成果目標

担当課等

　　目標値を達成することができた。

　　今後も引き続き、専門家による窓口相談を拡大する。特に待つだけではな

　く、こちらから出張相談を実施予定。

基

本

方

針

政

策

方

針

大

施

策

　経済局商工部

　産業政策課　新産業係

そ の 他
（特記事項）

事

業

評

価

基

本

施

策

　　窓口相談企業数　４１３社

　

　　窓口相談件数　　４９３件

　

　　（業種別内訳）

　　　製造業４０件、卸売業１２件、建設業５件、小売業７２件、

　　　サービス業３２６件、その他３８件

　

　　（支援内容別内訳）

　　　創業１２６件、その他３６７件

事業結果

次年度
に向けた
改善点

・
目標の

未達成
理由等

Ⅳ産業・経済

　１　都市型産業集積を目指した産

　　　業構造の知的高度化

　③経営基盤とマーケティング力

　　の強化

中小企業支援センター運営補助金32,860千円の一部

産業振興
プランの

位置付け

基

本

方

向

総合計画
の

位置付け
（分野別）

補

足

事

項

進
捗

率
等

　相談件数　９００件／３年

　　窓口相談企業数　１９０社

　

　　窓口相談件数　　２００件

　

　　（業種別内訳）

　　　製造業２０件、卸売業６件、建設業３件、小売業３６件、

　　　サービス業１１６件、その他１９件

　

　　（支援内容別内訳）

　　　創業６０件、その他１４０件

事

業

１５

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策４）経営資源確保のための環境整備 平成２６年度

（2）地域産業の活力強化

中

施

策

中小企業支援センター運営補助金32,860千円の一部

決 算 額

事 業 名 　専門家による窓口相談

予 算 額

事業概要

　　中小企業支援センターにおいて、

　専門の異なる中小企業診断士等によ
　る窓口相談を実施します。
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ものづくり
基本計画

取

組
状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在

（派遣回数）

　H26　／　63件
（派遣回数）44.7 (％)

Ｈ２７.３.３１

現在

（派遣回数）

　H24　／　112件

　H25　／　120件

　H26　／　122件

　 計　／　354件

（派遣回数）53.6 (％)

成果目標

担当課等

事 業 名 　コンサルティングの実施

予 算 額

事業概要

　　中小企業支援センター及び清水産

　業・情報プラザにおいて、専門家を
　事業者に派遺し、問題解決のための
　診断・助言を行います。

　【中小企業支援センター】

　・専門家派遣企業数　１３社

　・専門家派遣件数　　５０件

　　　（派遣内容内訳）経営全般１９件、ＩＴ１７件

　　　（派遣業種内訳）製造業１件、サービス業１０件、その他３件

　【清水産業・情報プラザ】

　・専門家派遣件数１１件

　　（派遣内容内訳）

　　　　現場作業改善コース８件、品質向上コース ２件、

　　　　ＨＡＣＣＰコース１件

　　（派遣業種内容）

　　　　製造業５件、卸売業３件、印刷業２件、運送業１件

事

業

１６

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策４）経営資源確保のための環境整備 平成２６年度

（2）地域産業の活力強化

中

施

策

中小企業支援センター運営補助金32,860千円及び
　清水産業・情報プラザ指定管理料71,631千円の一部

決 算 額
中小企業支援センター運営補助金32,860千円及び

　清水産業・情報プラザ指定管理料71,631千円の一部

産業振興
プランの

位置付け

基

本

方

向

総合計画
の

位置付け
（分野別）

補

足

事

項

進
捗

率
等

　派遣回数　６６０件／３年

　【中小企業支援センター】

　・専門家派遣企業数　２９社

　・専門家派遣件数　　１２２件

　　　（派遣内容内訳）経営全般４６件、マーケティング４４件、

　　　　　　　　　　　ＩＴ２０件、その他１２件

　　　（派遣業種内訳）製造業４５件、卸売業１２件、建設業３件、

　　　　　　　　　　　小売業２９件、サービス業３３件

　【清水産業・情報プラザ】

　・専門家派遣件数　　　１１件

　　　（派遣内容内訳）

　　　　　現場作業改善コース８件、品質向上コース２件、

　　　　　ＨＡＣＣＰコース１件

　　　（派遣業種内容）

　　　　　製造業５件、卸売業３件、印刷業２件、運送業１件

事業結果

次年度
に向けた
改善点

・
目標の

未達成
理由等

Ⅳ産業・経済

　１　都市型産業集積を目指した産業

構

　　　造の知的高度化

　③経営基盤とマーケティング力の強

化

政

策

方

針

大

施

策

　経済局商工部

　産業政策課　新産業係

そ の 他
（特記事項）

事

業

評

価

基

本

施

策

　目標値を達成することができなかった。

　【理由】

　　専門家派遣事業のＰＲをイベント等で実施しているが、効果的では

　なかった。今後、相談者などにも積極的な活用を促していく。

基

本

方

針
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取

組
状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在

（支援プロジェクト数）

　H26　／　1件
（支援プロジェクト数）　100 (％)

Ｈ２７.３.３１

現在

（支援プロジェクト数）

　H24　／　1件

　H25　／　1件

　H25　／　1件

　 計　／　3件

（支援プロジェクト数）　100 (％)

成果目標

担当課等

事 業 名 　専門家の指導による商品企画・開発支援

予 算 額

事業概要

　　産学交流センターにおいて、マー

　ケティング等の専門家を活用し、地
　域資源を活かした商品づくりに対す
　る支援を行います。

　【「静岡おみやKプロジェクト」支援事業】(Kは観光のＫ）

　・プロジェクト期間　平成２６年６月１９日～平成２７年３月末

　・参加企業数　６社

　・９月１日現在において、マーケティングアドバイザーによる講義・個別対

　　応、フードコーディネーターによる講義・個別対応を実施。参加企業は、

　　磨き上げ商品の商品企画及び企画書精査を実施。

　【今後の予定】

　・デザイナーによる講義を経たのち、テストマーケティング（１１月下旬）

　・東京での試食評価会（１月）

　・成果発表会及び販売会（３月）

事

業

１７

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策４）経営資源確保のための環境整備 平成２６年度

（2）地域産業の活力強化

中

施

策

指定管理料87,702千円の一部

決算見込額 指定管理料87,702千円の一部

産業振興
プラン

位置付け

基

本

方

向

総合計画
の

位置付け
（分野別）

補

足

事

項

進
捗

率
等

　商品企画・開発支援プロジェクト

　プロジェクト数　３件／３年

　【「静岡おみやＫプロジェクト」支援事業】

　　・プロジェクト期間　平成２６年６月１９日～平成２５年３月末

　　・参加企業数　６社

　　・マーケティングアドバイザーによる講義・個別対応、フードコーディネー

　　ターによる講義・個別対応、デザイナーによる講義・個別対応を実施。参

　　加企業は、磨き上げ商品の開発及び商品パッケージの完成。

　　・１２／６・７　テストマーケティング実施

　　・１／２７　　商談会実施

　　・３／１１　成果発表会実施

　　・３／２１・２２　お披露目販売会実施

事業結果

次年度
に向けた
改善点

・
目標の

未達成
理由等

Ⅳ産業・経済

　１　都市型産業集積を目指した

　　　産業構造の知的高度化

　③経営基盤とマーケティング力

　　の強化

政

策

方

針

大

施

策

　経済局商工部

　産業政策課　新産業係

そ の 他
（特記事項）

事

業

評

価

　２　生活の質を高める産業の振興

基

本

施

策

　①マーケティング力の強化

　目標値を達成することができた。

　今後は、多くの企業が当該事業に参加できる仕組みを検討する。

基

本

方

針

（１）マーケットを重視した事業展

　　　開の促進
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取

組
状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在
（コンテスト応募件数） (％)

Ｈ２７.３.３１

現在

（コンテスト応募件数）

　H24　／ 112件

　H25　／　71件

　H26　／　74件

　計　　　257件

（応募件数）　　92.5 (％)

成果目標

担当課等

補

足

事

項

次年度
に向けた
改善点

・
目標の

未達成
理由等

　　目標値を概ね達成することができた。

　

　　例年並みの応募件数であった。応募者に対するフォローアップ

　などを充実させ、起業創業につなげていく。

Ⅳ産業・経済

　１　都市型産業集積を目指した産業構造

　　　の知的高度化

　【再掲】

　５　すぐれた能力と意欲ある人材の育成

　　　・支援

（２）地域産業の活力強化

　【再掲】

（５）地域を担う多様な人材の活

　　　用と育成

大

施

策

　経済局商工部

　産業政策課　新産業担当

総合計画
の

位置付け
（分野別）

中

施

策

　①インキュベート機能の強化

基

本

方

針

産業振興
プラン

位置付け

　コンテスト応募件数　８０件／年

そ の 他
（特記事項）

　③経営基盤とマーケティング力

　　の強化

　【再掲】

　①起業家精神の醸成と起業家の育成

事業結果

基

本

方

向

　４　チャレンジ精神に富む人材

　　　・企業の輩出、育成

事

業

１８

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策４）経営資源確保のための環境整備

進
捗

率
等

決算見込額

事業概要

　　ビジネスプランは、７４件の応募があった。

　　書類審査（１１月上旬実施）において、プレゼン審査に進出する

　一般部門１６者、学生部門９者を選出。

　　プレゼン審査（１１月２８日、１１月２９日実施）において、最

　終審査会に進出する一般部門６者、学生部門５者を選出。

　　最終審査会を２月１９日（木）に実施。審査会終了後、表彰式及

　び交流会を実施。

　　本事業に関するセミナー開催数　実施回数２回　参加者数６０人事

業

評

価

（1）創業支援

基

本

施

策

　　新規に事業展開を目指す事業者等

　を対象にコンテストを実施、受賞者
　に対する事業化に向けた支援を実施
　します。

政

策

方

針

　１０月２４日を応募期限として、ビジネスプランを募集中。

　８月２７日に、応募者（学生）向けセミナー開催受講者数　３０人

　【今後の予定】

　・応募者向けセミナー　１０月２日

　・応募締め切り　　　　１０月２４日

　・書類審査　　　　　　１１月上旬

　・プレゼン審査　　　　１１月２８日、１１月２９日

　・最終審査会　　　　　　２月１９日

平成２６年度

事 業 名
　起業に向けたビジネスプラン策定等

　の支援

予 算 額
ＳＯＨＯしずおか運営補助金14,500千円及び

　産学交流センター指定管理料87,702千円の一部

ＳＯＨＯしずおか運営補助金14,500千円及び
　産学交流センター指定管理料87,702千円の一部
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ものづくり
基本計画

取

組
状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在

（相談件数）

　H26　／　723件
　　（相談件数）　　　　271.3 (％)

Ｈ２７.３.３１

現在

（相談件数）

　H24　／ 1,602件

　H25　／ 　931件

　H26　／ 　762件

  計 　／ 3,295件

（相談件数）　　　　274.6 (％)

成果目標

担当課等

補

足

事

項

次年度
に向けた
改善点

・
目標の

未達成
理由等

　（清水産業・情報プラザ）

　　来年度も定期相談を開催するが、相談者に対するフォローアップ

　に取り組み、特に創業者の増加につなげていく。

Ⅳ産業・経済

　１　都市型産業集積を目指した

　　　産業構造の知的高度化

（２）地域産業の活力強化

大

施

策

　経済局商工部

　産業政策課　新産業係

総合計画
の

位置付け
（分野別）

中

施

策

　①インキュベート機能の強化

基

本

方

針

産業振興
プラン

位置付け

　相談件数　１,２００件／３年

　営業機会拡大等に関する各種支援の実施

そ の 他
（特記事項）

　③経営基盤とマーケティング力

　　の強化

事業結果

基

本

方

向

　４　チャレンジ精神に富む人材

　　　・企業の輩出、育成

事

業

１９

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策４）経営資源確保のための環境整備

進
捗

率
等

決算見込額

事業概要

　（清水産業・情報プラザ）

　　専門アドバイザーによる定期相談

　　開催回数　２２回

　　相談件数　７８件

　（ＳＯＨＯしずおか）

　　・起業相談　２１８件

　　・経営相談　４６６件

　　・ブレイクスルーセミナーの開催　開催数３回、参加者数　３４４人

　　・その他、イノベーションセミナー、勉強会、創業応援塾の開催事

業

評

価

（１）創業支援

基

本

施

策

　　清水産業・情報プラザ及びＳＯＨ

　Ｏしずおかにおいて、創業者等の経
　営相談や営業機会拡大等のための各
　種事業を実施します。

政

策

方

針

　（清水産業・情報プラザ）

　　・専門アドバイザーによる定期相談　９回　３９件

　　（情報化　２１件、創業　１０件、法律　５件、特許　３件）

　

　（ＳＯＨＯしずおか）

　　・起業相談２１８件

　　・経営相談４６６件

　　・ブレイクスルーセミナーの開催　開催数３回、参加者数３４４人

　　・その他、イノベーションセミナー、勉強会、創業応援塾の開催

平成２６年度

事 業 名
　創業者等の営業機会拡大等のための

　各種事業の実施

予 算 額
清水産業・情報プラザ指定管理料71,631千円及び

ＳＯＨＯしずおか運営補助金14,500千円

清水産業・情報プラザ指定管理料71,631千円及び
ＳＯＨＯしずおか運営補助金　千円の一部
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ものづくり
基本計画

千円

千円

取

組
状
況

Ｈ２６.９.１

現在

Ｈ２６.９.１

現在

（新商品助成件数）4件予定

（産業財産権助成件数）21件予定

（新商品助成件数）91.7％

（産業財産権助成件数）117.5％
(％)

Ｈ２７.３.３１

現在

（新商品助成件数）

　Ｈ24　／　3件

　Ｈ25　／　4件

　Ｈ26　／　3件　　計10件

（産業財産権助成件数）

　Ｈ24　／　20件

　Ｈ25　／　33件

　Ｈ26　／　34件　 計87件

（参考）2事業合計対予算執行率

（新商品助成件数）　　　　　　　83.3

（産業財産権助成件数）　　　138.1

（予算執行率）　　　　　　　　　　79.6

(％)

成果目標

所属部会

事　業
担当課等

政

策

方

針

基

本

施

策

 事務担当

 記載項目

所属部会
からの

意見及び

指摘事項

産業振興

のプラン
位置付け

（１）マーケットを重視した事業展

　　　開の促進

基

本

方

針

事業概要

（方針２）事業者のニーズに基づく経営資源確保への支援

（施策４）経営資源確保のための環境整備

大

施

策

補

足

事

項

（３）知的産業を支える知的経営資

　　　源の活用強化

総合計画

の
位置付け

（分野別）

Ⅳ産業・経営

　１　都市型産業集積を目指した産

　　　業構造の知的高度化

進
捗

率

中

施

策

　①研究開発力の強化

　　市内中小企業・製造業者が行う新
　商品開発及び特許等の産業財産権出

　願などに関する経費の一部を助成し
　ます。また、助成事業の範囲を拡充
　します。

　新商品　１２件／３年

　産業財産権　６３件／３年
　（対象事業を拡充）

事業結果

平成２６年度

事 業 名
　専門家の指導等による商品企画・開発

　等支援の拡充（新商品・特許）

予 算 額 7,150

決算見込額

事

業

２０

　　新商品開発事業について、産業振興プランと連動を図るため、同

　プランに掲げる戦略産業に該当する産業分野での商品開発の場合は、

　補助対象経費を１／２から２／３に拡大する。

　経済局商工部

　産業振興課　工業振興係

事

業

評

価

等

 事業担当

 記載事項

改善点
・

目標の
未達成

理由等

基

本

方

向

　２　生活の質を高める産業の振興

　■商品開発部会

　　部会員　ものづくり審議会委員

　■事務担当　工業振興係

5,562

　■新商品等開発助成

　　新規性・市場性・事業完了見込等を基準とした審査を経て、４件の補助金

　交付申請を受理している。今後、１月末までに中間検査を実施し、年度末の

　事業完了報告を経て補助金を交付する。（交付見込額：2,412千円）

　■産業財産権出願等助成

　　平成２５年度から商標登録出願を補助対象に新たに加えたことにより、利

　用件数は増加傾向にある。９月１日現在、補助金交付申請件数は13件とな

　っている。

　　特許：３件、意匠：３件、実用新案：４件、商標：３件

　　今後、事業完了報告を経て補助金を交付する。

　　（交付見込額:3,150千円）

　■新商品等開発助成

　　新規性・市場性・事業完了見込等を基準とした審査を経て、４件

　の補助金交付申請を受理した。中間検査で現地訪問により進捗状況

　を確認したところ、各事業所とも課題点等はあったものの、おおむ

　ね順調に開発を進めていたが、年度末の事業完了報告の際に、必要

　書類を用意できず、報告ができなかった企業が１件あったため、補

　助金を支出した企業は３件となった。

　（交付金額：２，１１２千円）

　■産業財産権出願等助成

　年度末までに次のとおりの交付申請があった。

　申請件数３４件

　（内訳）特許 １３件、意匠 ５件、実用新案 ７件、商標　９件

　（交付金額：３，５８５千円）

　■事業の周知活動

　　市内信用金庫等の各関係企業、団体への訪問や会議においての説

　明を通じて、本事業の周知を図り、助成制度の活用促進に努めた。

　①マーケティング力の強化

　


